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 東南アジアの各国への国際協力については、JICAや各省庁が、各国ごとに協力してきている。 

 その一方で、東南アジア諸国連合（ASEAN）を通して、複数国に協力する枠組みもある。

多くの国際協力事業は、特定の一つの国を対

象に実施されてきている。その一方、複数の国

から成る経済・社会共同体に対しての国際協力

については、いろいろな形で行われるようにな

ってきているが、詳細はあまり知られていない。

本稿では、ASEAN（東南アジア諸国連合）を事

例に共同体の複数国に協力する枠組みについて

紹介する。 
 
ASEAN の組織体制 

ASEAN の組織体制は図のとおりである。

ASEAN は、政治安全保障共同体、経済共同体、

社会文化共同体の 3 つの共同体で構成されてい

る。3 つの共同体を調整する機関として ASEAN
調整理事会がある。さらに、その上に、ASEAN
首脳会議が最高政策決定機関として設置されて

いる。事務局は、インドネシア・ジャカルタに

置かれており、ASEAN の首脳会議が事務総長

を任命している。 
 

図 ASEAN の組織体制 

 
（注）各理事会の欄の数字は、高級事務レベル会合、各ワー

キング・グループを含めた 2025 年に予定されている会議・プ

ログラム数（2025 年 2 月時点） 
（出所）外務省ウェブサイトを元に著者作成 

ASEAN 政治安全保障共同体理事会は、各国

の外務大臣、国防大臣、法務大臣等から構成さ

れており、経済共同体理事会は、経済大臣、財

務大臣、農林大臣、情報通信技術大臣、運輸大

臣などで構成されている。また、社会文化共同

体理事会は、教育大臣、環境大臣、保健大臣等

で構成されている。 
重要事項の協議はそれらの大臣会合で行われ

るが、その下に、高級事務レベル会合があり、

さらにその下に、さまざまな部会のワーキング・

グループが設置されている。例えば、社会文化

共同体には、文化・芸術、情報・メディア、教

育、ユース、スポーツ、社会福祉・開発、ジェ

ンダー・女性の権利・文化、農村開発・貧困削

減、労働、公務員、環境、ヘイズ（煙霧）、災害

対策と人道支援、ヘルスに関する部会があり、

環境分野には、7 つのワーキング・グループ（自

然保護・生物多様性 WG、沿岸・海洋環境 WG、

水資源管理 WG、持続可能な都市 WG、気候変

動 WG、化学物資・廃棄物 WG、環境教育 WG）

が置かれている。 
 
ASEAN におけるボトムアップによる国際協力 

ASEAN 首脳会合において、トップダウンで

方針を決める場合もあるが、多くの場合、ボト

ムアップで了承を得ていくプロセスが確立され

ている。 
例えば環境分野では、1～2 年おきに、WG の

会合が行われる際に、さまざまな国際協力機関

等からの提案がされたり、成果の報告などがな

されたりしている。WG で異論がなければ、高

級事務レベル会合などを経て、大臣会合で承認

を得て、プロジェクトが実施されている。その

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/page25_001325.html
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ようなボトムアップの一例であるアジア工科大

学が実施したリサイクル工場からのプラスチッ

クの流出防止事業も、ASEAN の化学物質・廃

棄物 WG の会合で、了承を得たうえで実施され

ている。 
 

ASEAN 諸国の政府機関との国際会議の共催 

 その他に、国際機関が東南アジア諸国の省庁

と国際会議を共催し、ASEAN 各国および

ASEAN 事務局にも参加してもらう形の企画に

することで、ASEAN への提言を行うことも可

能である。 
 2023 年 10 月に、インドネシアのジャカルタ

にある東アジア経済研究センター（ERIA）は、

インドネシアの海洋投資調整省および環境林業

省と共催で、プラスチック汚染対策のための

ASEAN カンファレンス（ASEAN Conference 
for Combatting Plastic Pollution；ACCPP)を
開催した。ASEAN 諸国の官僚、研究者などが

参加し、約 50 名の登壇者がプラスチック汚染

対策について議論を行った。2023 年の ASEAN
議長国はインドネシアであり、同会議は議長国

の成果の取り組みの一つと認識されている。 
 2024 年 10 月にも、同年の ASEAN 議長国の

ラオスの資源環境省が主催者となり、ERIA と

国連開発計画（UNDP）との共催で ACCPP を

開催した。ASEAN として取り組むべき点とし

て、「プラスチックのライフサイクルを考慮した

技術面での戦略の策定」「プラスチックの循環利

用に関する意識啓発」「循環経済に向けたファイ

ナンシングと投資」「（プラスチック条約に向け

た）国際交渉委員会における ASEAN の役割」

の 4 点についての提言がまとめられた。 
 
東南アジアの研究機関主催の国際会議への参

加を通じた提言 

 また、東南アジアの研究機関が開催する国際

会議に国際機関の関係者・研究者が参加し、

ASEAN 議長国に提言するという道筋もある。

2024 年 8 月、国立大学であるマレーシア国民

大学（UKM）のマレーシア国際問題研究所

（IKMAS）は、第 6 回 ASEAN 経済統合フォー

ラム（ASEAN Economic Integration Forum

 
1 https://www.ukm.my/ikmas/news/6th-asean-
economic-integration-forum-aeif/ 
2 https://opengovasia.com/2025/01/23/malaysias-

［AEIF］）1を開催した。第 1 回の AEIF は 2011
年に開催されており、平均するとおおよそ 2 年

おきに開催されている国際会議である。 
 マレーシア内外の専門家やコンサルタントの

他に、IKAMAS とその協力関係にあるアジア経

済研究所や ERIA の研究者、コンサルタントな

どが同会議に登壇した。マレーシアは 2025 年

に ASEAN 議長国を担当するため、2024 年の

AEIF では議長国として取り組むべきテーマを

考えることが主たる目的であると、貿易産業省

の Dato Hairil Yahri Yaacob 事務局長が冒頭の

挨拶で述べた。そして、さまざまな分野につい

て、ASEAN で取り組むべき課題についての議

論が行われた。 
IKAMAS の担当者によれば、この会議の結論

は、貿易産業省を通してマレーシアのアンワル

首相にも伝えられているとのことであった。

2025 年 1 月に開催された世界経済フォーラム

で、同首相は、エネルギー、コネクティビティ

ー、地域としての包括性（ Inclusivity）が

ASEAN にとって重要だと述べている 2。 
 
ASEAN へのさらなる協力に向けて 

東南アジアの各国に対する多くの国際協力事

業は、国際協力機関や省庁、研究機関等が直接

対象国のカウンターパートと協力関係を結んで

実施されている。その一方で、上記で紹介した

ように、ASEAN に対し、該当するワーキング・

グループで提案を行いボトムアップで了承を得

ていく方法がある。また、ASEAN 諸国の政府

機関との国際会議の共催や、東南アジアの研究

機関主催の国際会議への参加を通じた提言も、

東南アジア諸国の現状、課題等を理解しつつ国

際協力を行う重要なチャンネルだと考えられる。 
近年は複数国を対象に取り組むべき課題が多

い。例えば、プラスチック汚染などは国境を越

えた形で広がっており、ドイツの国際協力機関

である GIZ はカンボジア、インドネシア、フィ

リピン、ベトナムの 4 カ国を対象に、プロジェ

クトを実施している。キャパビルを実施するだ

けではなく、周辺国が協力して対策を進められ

るような取り組みを進めることも重要である。 
（こじま みちかず／新領域研究センター） 
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